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1955年にハーバード大学の経営学者であるロバート・L・カッツは，ビジネススキルを「テ

クニカルスキル」，「ヒューマンスキル」，「コンセプチュアルスキル」の“3 つの基本スキル”，

いわゆる「カッツモデル」に分類した．以後，航空安全を守る領域にて，いち早くこのモデル

が応用され，現在では医療の領域でも医療安全の観点から，後者の 2 つである「ノンテクニカ

ルスキル」が重要であると認識されている． 

“在宅に向けて～”あるいは“在宅において～”その対象者に関わりをもつ複数の立場の職

種がチームとして問題解決のためのスクラムを組み，対象者の安心・安全を担保しながら，そ

の人らしい生活が継続できるよう奮闘している．個々に職種特有の「テクニカルスキル」を高

めることは当然のことであるが，決して崩れないスクラムを組むためには，何よりもお互いに

相手を理解（comprehension）することが不可欠であり，それぞれの職種が「ノンテクニカル

スキル」を高め，チーム力を高めることが求められる． 

対象者の“在宅生活”を支える多職種が，お互いの理解を深め合い“one team”として進む

にあたり，本巻が少しでも一助となれば幸いである． 
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